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1．パーマストンノー ス 10 施設の視察結果と考察
（1）視察先について
　視察先 10 施設の施設種別 14）は，幼稚園 2園（①，②），保育園・私立幼稚園を含む保育セン
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室内空間 3.2, 3.4, 3.5, 5.1, 5.2, 5.3
日常のケア、遊び、学びのための家具 5.2, 7.1, 7.2
くつろぎと安らぎのための家具 3.1, 5.3, 7.1, 7.2
遊びのための室内構成 5.2, 5.3, 7.1, 7.2, 7.3
プライバシーのための空間 3.1, 3.2, 5.1, 7.1
子どもに関係する展示 3.1, 5.1, 5.3, 7.1, 7.2
粗大運動（身体を動かす）遊びのための空間 5.1, 5.2, 5.3, 7.1 7.2, 7.3
粗大運動のための設備・備品 3.3, 5.1, 5.2, 5.3, 7.1, 7.2
言語-推理
本と絵・写真 5.2, 5.3, 5.4, 7.1, 7.2
コミュニケーション 5.2
活　動
微細運動（手や指を使う） 5.1, 5.2, 5.3, 7.1, 7.2
造形 5.1, 5.2, 7.2
音楽／リズム 5.1, 5.2, 7.1
積み木 5.2, 5.4, 7.2, 7.3
砂／水 5.2, 5.3, 7.1, 7.2
ごっこ遊び 5.1, 5.4, 7.1, 7.2, 7.3
自然／科学 5.3, 7.3
算数／数 5.1, 5.3, 7.2
テレビ・ビデオ・コンピュ ター 5.1, 5.3, 7.2

















































































































　定員 41 名の内訳は，まず，Infants and Toddlersが定員 8名に，保育者 2名とrelief teacherが
1名の計 3名で，子ども達は，週 2日登園から週 5日登園までさまざまである。Over 2と呼ばれる
いわゆる幼児が 29 名で，そのうち2歳〜 3歳半の子どもが 13 名（曜日によっては，8名〜 10 名



























保育者全員が，REANZ（Reggio Emilia Aotearoa New Zealand）のメンバーであり，メルボルンへ




























































写真 17　Infant and Toddlersの以前の庭と現在の庭：遊具の質や色が変わり緑と日陰がある
写真 18　Infant and Toddlersの以前の保育室と現在の保育室：物が精選され視点が低くなる
写真 19　Over2 の以前の保育室と現在の保育室：物が精選され視点が低くなり自然物がある
　乳児クラス・幼児クラス，それぞれ，室内環境も大きな変化を見せている。（写真 18,19）
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	 （例．セサミ・ストリー ト、教育的なビデオとコンピュ ター・ゲーム、あまりに漫画的でないもの）。
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5.3	 ほとんどの教材は子どもが主体的に取り組めるものである。
	 （例．テレビを見て踊ったり／歌ったり／運動ができる、コンピュ ターのソフトで考えたり意思決定ができる）
7.2	 教材が保育室での活動のテーマや内容を発展させるのに役立っている。
	 （例．自然をテーマにした活動に昆虫のビデオやCD-ROMからの知識が役立つ、農場についてのビデオで遠足の準
備をする）
28．多様性の受容
3.1	 教材の中に人種的・文化的多様性がみられる。
	 （例．多人種／多文化の人形・本・掲示板の写真、いろいろな文化の音楽、2つの言語が用いられている地域で
子どもの第 1言語で使える教材がある。）
5.1	 異なる人種や文化・年齢・能力・ジェンダーの人々がステレオタイプで描かれていないような本・写真・教材がたくさんある。
5.2	 ごっこ遊びで使うものを含めて、多様な文化を示す小道具がある。
	 （例．異なる人種の人形、民族衣装、いろいろな民族の調理や食事の道具）
